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こちらもぜひチェックしてください！
右のQRコードを読み取ると、法人ウェブサイトに
移行します。https://www.manyounosato.or.jp
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コロナ禍で生まれた
新たなる実践！
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オンラインで利用者自治会！

オンラインで職員研修！

オンラインで地域を越えた交流！
障害のある方の歯と口の健康づくりを地域で考え、発信する集い

「歯ミカップ（歯みがきワールドカップの略）」がオンラインで開催
され、生活介護事業（太陽・この里）の利用者さんが参加しました。

近隣 6 市の施設から取組発表があり、太陽が施設大賞を受賞し
ました！ 表彰式では画面越しに拍手が響き渡りました。

29㊌
9

September

21㊍
10

October

22㊎
10

October

1 ㊊
11
November

新型コロナウイルス感染症の流行は、テレワークの導入や、ビデオ会議システムの利用拡大など、
社会に大きな変化をもたらしました。その影響は、福祉分野にも広く及び、事業の継続運営のために、

今やオンラインシステムは欠かせないものの一つとなりました。
今回は、オンラインを活用したコロナ禍で生まれた新たな取組の一部をご紹介します。

生活介護事業（太陽）では、利用者自治
会をオンラインで開催しました。２階・３階
の各活動室から、５つのグループの利用者
さんが会場を分けて参加しました。

画面上で、利用者さん手作りの名刺を交
換し、自己紹介を行うなど、一堂に集まって
開催していたコロナ禍以前の自治会とは一
味違った交流の機会になりました。

全職員を対象に、令和３年度はオンライ
ンで虐待防止研修を開催しました。「安心し
てのびのびと働ける職場づくり」をテーマに、
総勢 104 名の職員が受講し、心理的安全性
や虐待を発生させない組織づくり等について
学びました。グループでの演習を通じて、部
署を越えた交流と学びの時間となりました。
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開会式・バンド演奏

この里お仕事体験17日㊌10:30～11:30

15日㊊10:30～11:30

16日㊋ 太陽スペシャル音楽

19日㊎ この里フラダンス体験・ビンゴ大会・閉会式

18日㊍ 販売日

封筒作成とミサンガ作りをライブ体験！ 小型カメラを使って
作業手順を各会場のスクリーンに投影し、質問や感想を共有し
ながら、皆で一緒に取り組みました。

利用者さんの開会宣言を皮切りに、おまつりウィークがスター
ト！ 就労移行支援事業所レジリエンスさんによるバンド演奏に
合わせて、明るく元気な歌声が会場中に響き渡り、大盛り上が
りでした。

 「音質」「画質」
「各会場の画面上の見え方」

の３つをポイントに、準備をかさね
当日を迎えました。開催中はさまざまな
機材のセッティングに追われながらも、

利用者さんの笑顔が多くみられ、励みになり
ました。１週間を通して今回のおまつりで
チャレンジしたことを自信につなげ、日々の
利用者さんとの活動や事業所間交流など

に活かしていきたいです。

封筒作成 ミサンガ作り

開会宣言 歌声を披露する
利用者さん

令和3年度は、「おまつりウィーク」と題して、1週間にわたり最大7ヶ所の会場に分散してのオンライン
開催としました。実行委員を中心に、利用者さん同士が一体感を持って参加できるよう、イベントの内容

や環境設定に工夫を凝らし、賑やかな雰囲気に包まれたセンターまつりとなりました！

令和 3 年11月15日㊊～19日㊎

チーム対抗ボッチャ大会17日㊌13:30～14:30
３つの会場ごとに赤・青の２つのチームを組み、対抗戦を行いま
した！各会場の試合結果を集計し、合計得点を競います。各会場
ともに接戦が繰り広げられ、青チームが総合優勝を果たしました。

障害者センター通所事業
と地域活動支援センター
つばさアートサロン利用
者が絵の具等を使って色
付けした台紙を組み合わ
せ、万葉の里ロゴマーク
を共同制作しました！

展　示

第18回おまつり
実行委員長

松
まつばら

原 真
ま

生
お
さん

スケジュール

Illustration: KaMo
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障害のある市民やそのご家族が
困ったときに相談できる窓口

国分寺市障害者基幹相談支援センター

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

万
葉
万
葉

C
o

l l e c t i o n

「誰もが安心して自分らしく暮らせるまちづくり」を目指して
国分寺市障害者基幹相談支援センター（以下「基幹」という）は、地域における相談支援の中核的

な役割を担う機関として、平成 24 年 4 月に設置され、今年 4 月で 10 周年を迎えます。これもひとえに、
皆さまの障害福祉に対するご理解・ご協力のおかげです。この場をお借りして、心より御礼申し上げます。

基幹は、障害のある方のニーズの複雑化や求められる福祉サービスの多様化を背景に、専門性のあ
る相談窓口として、誕生しました。これからもフットワークを軽く、関係機関や地域の皆さまとの細
やかな網の目づくり（ニットワーク）を通じて、国分寺市全体に地域のネットワークを巡らせ、誰も
が安心して暮らせる「まちづくり」を進めていきます。 （センター長　銀川 紀子）

基幹設置 10 周年を記念して、地域のネットワークを編んでいる羊をイメージしたキャラクターを制
作し、この度、愛称が決定しました！ ウェブサイトや雑誌等で広く募集し、日本全国から
532 名、1,002 点の応募をいただきました。素敵な名前をお寄せいただいた皆さま、本当に
ありがとうございました。選考結果などの詳細は基幹のウェブサイトよりご覧いただけます。

イメージキャラクター「 とわぷる」

★ 「基幹」の「幹」
10 年目の成長を
表しています。

★七色のマフラー
「多様性」を表しています。

★４色の毛糸玉
基幹の事業の 4 つの
役割を表しています。

❶ 専門相談
障害や難病のある方の暮らしの心配ご
との相談を受けます。ご家族のほか、関
係機関からの相談も受け付けています。 ❹ 権利擁護・虐待防止

成年後見制度の普及啓発や、虐待
防止の取組を行っています。❷ 地域との連携

研修会を開催し、地域や関係機関と
の連携を深め、地域のネットワーク
づくりを行っています。 ❸ 地域移行・地域定着

精神科病院や入所施設で長く過ごしている
方に国分寺で安心した暮らしを支援します。
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基幹の事業や取組の一部をご紹介します

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
に
対
し
て
、
生

活
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
必
要
な
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
（
支
援
計
画
の
作
成
等
）
を
行

う
相
談
支
援
専
門
員
を
中
心
と
し
た
支
援
者

向
け
の
研
修
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、「
８
０
５
０
世
帯
を
支
え

る
支
援
体
制
と
は
」「
子
ど
も
理
解
へ
の
道
」

「
障
害
者
の
性
教
育
と
性
支
援
」
な
ど
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
、
支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

グループワークを通じて、支援者同士の顔の見える
関係づくりにもつながっています。

日頃から、定期的な避難訓練や備蓄品の準備、
地域とのネットワークが大切になることを学びました。

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
国
分
寺
市

民
と
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
支
援
関
係
者
が
課
題

を
共
有
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
（
自
立
支
援
協
議
会
）。

令
和
３
年
12
月
に
は
、「
災
害
時
に
お
け

る
障
が
い
者
支
援
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
福

祉
関
係
者
や
防
災
に
関
心
の
あ
る
市
民
が
一

緒
に
、
災
害
時
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

「
施
設
・
病
院
」
か
ら

「
地
域
」
に
向
け
た
支
援

入
所
施
設
や
精
神
科
病
院
で
長
期
間
過
ご

し
て
い
る
方
が
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、

施
設
や
病
院
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

国
分
寺
市
で
は
、
精
神
科
病
院
を
訪
問
す

る
等
、
病
院
と
の
関
係
づ
く
り
や
、
退
院
支

援
に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
地
域
生
活
の
実

現
に
向
け
た
道
筋
を
描
く
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。基

幹
オ
リ
ジ
ナ
ル「
と
わ
ぷ
る
」

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
制
作

●対象者：障害のある国分寺市民（身体・知的・精神・難病）とそのご家族
●開所日：月～土曜日（日曜・祝日、年末年始を除く）、午前８時３０分～午後７時
　※土曜日は、午前８時３０分～午後５時まで　　電話：042-320-1300　FAX：042-313-8823
●場　所：国分寺市東戸倉2-7-26　KOCO・ジャム2階

相談窓口のご案内

日頃の感謝の気持ちを込めて、基幹の研修等
にご参加いただいた方など、関係者の皆さま
にお渡ししています。

表 裏
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　今号より、万葉の里の関係機関・団体の方々にスポットをあてた

新コーナー「Let's（レッツ）」がスタートします。

　第1回は、障害者センターの通所事業を利用する皆さんへの

給食提供業務を担っている「日清医療食品株式会社」の調理師 

細谷奈穂美さんに、日々の仕事に対する想いを伺いました。

給  食

安
心
で
安
全
な
給
食
提
供

給
食
を
提
供
す
る
上
で
、
日
々
心
が
け

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
食
材
や
調
味
料
の
中
で
、
美
味

し
く
な
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
違
い
、
調
理
か
ら
配
膳

ま
で
時
間
が
あ
り
、
適
切
な
温
度
で
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
配
膳
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

食
中
毒
に
も
気
を
つ
け
て
衛
生
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。安

心
・
安
全
へ
の
配
慮
は
、
調
理
室
の
清

潔
さ
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
細
谷

さ
ん
ご
自
身
が
仕
事
を
す
る
上
で
、
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

毎
日
、
往
復
26
㎞
の
道
の
り
を
自
転
車
で

通
勤
し
、
健
康
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
交
通
の
便
の
都
合
で
始
め
た
自
転

車
通
勤
で
し
た
が
、
そ
れ
が
高
じ
て
自
転
車
が

趣
味
と
な
り
、
現
在
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
通
勤

し
て
い
ま
す
。
今
の
自
転
車
が
何
台
目
に
な
る

か
は
内
緒
で
す
（
笑
）。

給
食
を
食
べ
る
人
の

笑
顔
の
た
め
に

年
に
数
回
あ
る
﹁
イ
ベ
ン
ト
食
﹂
の
提

供
に
あ
た
り
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

通
常
の
献
立
づ
く
り
は
栄
養
士
が
行
っ
て
い

ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
食
や
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
時

は
、
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
出
し
合
い
、

時
間
内
に
提
供
で
き
る
か
な
ど
、
2
人
で
相
談

し
て
決
め
て
い
ま
す
。

春
と
秋
は
お
弁
当
給
食
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
や
コ
ー
ス
ス
タ
イ
ル
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
特
に
デ
ザ
ー
ト
は
色
々
と
工
夫
し
、
昨

年
開
催
し
た
ミ
ニ
縁
日
で
は「
ビ
ー
ル
ゼ
リ
ー
」

を
提
供
し
ま
し
た
。
り
ん
ご
ゼ
リ
ー
を
ビ
ー
ル

に
見
立
て
、
泡
は
牛
乳
に
寒
天
を
加
え
、
泡
立

て
器
で
混
ぜ
な
が
ら
固
め
て
作
り
ま
し
た
。
料

理
は
、
味
と
見
た
目
が
大
事
な
の
で
、
見
た
時

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て

そ
の
他
に
も
、一
風
変
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

休
日
に
自
転
車
で
足
を
延
ば
し
、
出
会
っ
た

美
味
し
い
も
の
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
給
食
の

献
立
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
埼

玉
県
川
島
町
の
B
級
グ
ル
メ
「
す
っ
た
て
汁

（
冷
や
汁
に
う
ど
ん
が
入
っ
て
い
る
料
理
）」
や
、

青
梅
市
に
あ
る
お
店
の
「
カ
レ
ー
う
ど
ん
丼

（
ご
飯
に
カ
レ
ー
う
ど
ん
が
か
か
っ
た
料
理
）」

な
ど
は
給
食
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
が
一
番
で
す
が
、
そ
の
上
で
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に

挑
戦
し
、
で
き
る
範
囲
で
こ
れ
か
ら
も
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

給
食
を
通
じ
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
さ
ん
へ

﹁
美
味
し
い
﹂
﹁
楽
し
い
﹂
を
一
緒
に
届
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

毎朝 8 時から、順次 5 名の職員で仕込みに入り、
50 食前後の給食を提供しています。

㊤ 一つひとつ表情が違うハロウィンの
　デザート「おばけプリン」♪
㊦思わずのどが震える !?「ビールゼリー」

Let's deliver a delicious lunch toge
ther！

Let's deliver a delicious lunch toge
ther
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介職 員 リ レ ー 紹

私は小、中、高校と野球を続け
てきました。野球はチームスポーツ
であるが故に、チームワークが良く
なければ、個々の力を最大限に発
揮できません。

福祉の仕事も野球と同じように
チームワークが必要不可欠です。
チームワークを高めるための要素と
して、私はお互いに尊重し合うこと、
認め合うことが必要だと思います。

利用者さんが毎日楽しく、その人
らしい生活をするためにサポートする
ことが支援員の役割ですが、職員が
楽しく充実した仕事ができなければ、
利用者さんの笑顔は生まれません。

利用者さんが毎日楽しく過ごせ
るように、どのようなアプローチが
必要なのか、常にその意見や考え
を出し合いながら様々なことにチャ
レンジしていきたいと思います。そ
して、自分が利用者さんの立場に
立った時に、太陽に通い続けたいと
思える場所でありたいです。

私たちは、今後もチームである
ことの強みを最大限に活かしなが
ら、利用者さんと共に前に進んで
いきたいと思います。

武
ぶとう
藤 真

しんや
也

通所支援1課 生活介護事業太陽
勤続年数：４年
好きな言葉：全力投球
趣味：鉄道旅

次回は村
むらやま

山 愛
ちか

さんの紹介です

入職まもなくは、まず利用者さ
んとの関係性をどう作っていくか、
先輩職員の動きを見て、アドバイ
スを受けながら手探りの日々でし
た。言葉通り、言うは易し、行うは
難し。「ああしたい」「こうできれば
いいのに」との思いと現実との距離
をひしひしと感じていました。

そのような中でも、利用者さん
と心が通う瞬間や「こんなことで
きるんだ！」という新たな発見か
ら、頭で考えるよりもまず関わるこ
と、関わりを通して声に出せない思
いを受け止められるようになること
が大切なのだとの思いに至るよう
になりました。雑誌をめくるのが大
好きな人がその力を活かして紙ち
ぎりを提案し、作業しやすくちぎら
れた紙をシュレッダーが得意な人
が引き継ぐ…職員、利用者さんと
の日常の関わりから、素敵な循環
が生まれています。

コロナ禍ではありますが、少しず
つ行事や外活動を再開しています。
利用者さんとたくさんの時間を過
ごし、魅力的な太陽をつくっていき
たいと思っています。

清
しみず
水 智

ともこ
子

通所支援1課 生活介護事業太陽
勤続年数：３年
好きな言葉：温泉三昧
趣味：外遊びにチャレンジすること

次回は亀
かめ

谷
たに

歩
あゆみ

さんの紹介です

利用者支援で一番大事にしてい
ることは、コミュニケーションです。
利用者さんの中には、私よりも人生
経験が長い方や感情表現が豊かで、
独自の表現をされる方もおられま
す。時に言葉や身体の動きで表現
することが難しい場面があり、スト
レートに気持ちが伝わりにくいこと
で、落ち込んだり、気持ちとは違う
行動をとられることもあります。

そのような時は、日々の支援や
過去の出来事から利用者さんの考
えや想いを探り、気持ちの理解に
努めます。一つひとつ丁寧に気持
ちを汲みとると、モザイク画が完成
するように豊かな一人の利用者さ
ん像が見えてきます。また、そうし
た関わりを続けることで、利用者さ
ん自身から希望や想いを表現でき
るように変化することもあります。

私一人との関わりでも、どんな
些細なことでも、利用者さんの気
持ちの変化のきっかけになれれば、
支援者としての役割を少しは果た
せたのかなと感じます。これからも
コミュニケーションを大事にしてい
きたいです。

奈
な ら お か
良岡 浩

こうへい
平

地域支援3課 ケアホームひかり
勤続年数：４年
好きな言葉：無知の知
趣味：読書

次回は河
かわ

上
かみ

恵
けい

三
ぞう

さんの紹介です
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編集後記

昨年夏に行われた東
京オリンピックは無観
客で開催され、競技を
終えた選手が、オンラ
インの画面越しに家族
や友人たちと喜びや気
持ちを分かち合えるよ
うな取組を行っていま
した。

今号の特集記事では、
コロナ禍における各事
業のオンラインを活用
した企画を取り上げま
した。場所は離れてい
ても、同じ気持ちや時
間を共有することがで
きる時代に変わってき
たことを感じています。
これからも上手にオン
ラインを取り入れて、
活動等の充実につなげ
ていきたいと思います。

（広報委員会）

万葉の里では、利用者の「声」を聞く取組として、第三者評価、利用者アンケートを毎年度実施しています。
令和３年度は、「国分寺市障害者センター」において、生活介護、自立訓練、就労継続支援 B 型、短期入
所事業の 4 事業、「KOCO・ジャム」においては、共同生活援助、短期入所の 2 事業にて第三者評価を受
審しました。また、地域活動支援センターつばさ（指定相談支援事業、障害児相談支援事業）、えんじゅ（日
中一時支援事業）にて、利用者アンケートを実施しました。

二つの取組を通していただいたご意見、ご指摘、評価は、職員間で共有し、今後の事業運営とサービス
向上に活かしていきます。皆さまのご協力、ありがとうございました。

なお、評価機構による評価結果は、「とうきょう福祉ナビゲーション」のウ
ェブサイトに掲載されています。また、利用者アンケートの結果は、万葉の
里ウェブサイトにてご覧いただけます。

第三者評価受審結果と利用者アンケート結果報告について

～
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
～

い
や
し
け
𠮷
●
●
●
事

よ
ご
と

「
は
ば
た
け
!!
サ
ン
サ
ン
ゆ
め
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
」
が
、

令
和
3
年
11
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
ま
つ
り
そ
の
も
の
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
と
、
当
時
の
チ
ラ
シ
を
み
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
障
害
者
セ
ン
タ
ー
を
1
日
開
放
し
、
多

く
の
地
域
住
民
や
来
賓
の
方
々
を
お
招
き
し
、
施
設
や
敷

地
全
体
を
使
っ
て
、
出
店
や
福
引
大
会
、
鉄
道
模
型
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
お
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。「
は
ば
た
け
!!
サ
ン
サ
ン
ゆ
め
ま
つ
り
」
は
、

セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
利
用
者
と
地
域
住

民
の
方
々
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
収
ま
り
き
れ
て
い
な
い

今
年
は
、
ま
だ
一
昨
年
と
同
じ
よ
う
な
規
模
・
内
容
で
行

う
こ
と
も
で
き
ず
、
私
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
行

委
員
の
職
員
か
ら
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
主
に
利
用

者
を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
障
害
者
セ
ン
タ
ー
と

K
O
C
O
・
ジ
ャ
ム
を
結
び
、
1
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
曜
日
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
組

ん
で
、
お
ま
つ
り
を
「
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
開
催
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

最
初
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
私
も
イ
メ
ー
ジ
が
掴

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
の
多
目
的
室
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
見
た
ら
、
結
構
、
本
格
的
。「
う
ぉ
ー
、
凄
い
な
!!
」

の
一
言
。
私
も
カ
メ
ラ
の
前
で
、
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
硬
い
挨
拶
は
や
め
て
、
職
員
に
お
願
い
し
、

ア
ラ
ス
カ
で
の
シ
ル
バ
ー
サ
ー
モ
ン
の
釣ち
ょ
う
か果
の
写
真
を
見

て
も
ら
い
、「
私
と
会
っ
た
ら
『
釣
り
お
じ
さ
ん
』
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
!!
」
と
話
し
た
ら
、
画
面
越
し
の
利

用
者
か
ら
、「
釣
り
お
じ
さ
ん
!!
」の
一
斉
コ
ー
ル
。「
何
と
、

う
ま
い
仕
込
み
!!
」
と
感
心
。

私
が
一
番
感
激
し
た
の
は
、
そ
の
後
の
バ
ン
ド
演
奏
で

し
た
。
演
奏
が
始
ま
る
と
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
思
い
お
も

い
に
踊
り
出
し
、
自
己
表
現
を
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん

な
皆
さ
ん
を
見
て
い
て
、「
音
楽
・
歌
っ
て
素
晴
ら
し
い
!!

こ
ん
な
お
ま
つ
り
の
開
催
の
仕
方
が
あ
っ
て
も
良
い
」
と

思
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
企
画
を
し
て
く
れ
た
職
員
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。（
理
事
長

室
地
隆
彦
）

第三者評価 利用者アンケート




